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平成 22 年度 11 月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成 22 月 11 月 26 日（金） 

午前 10 時 00 分より 

場所：二宮町町民センター2A クラブ室 

                            

 

― 開会宣言 ― 

（委員長）平成 22 年度 11 月定例教育委員会議を開催します。 

 

― 署名委員の指名 ― 

飯塚委員を指名する。 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）11 月事務報告を行う。 

 

（教育次長）政策会議報告を行う。 

 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について説明する。 

 

○ （井出委員）教育総務課事業報告にあります、英語教育研究会と教育相談コーディネーター担

当者会について、どんな内容でしたか。 

○ （教育総務課指導班主幹）英語教育研究会については、町内の外国語活動担当者が集まり、10

月の研修会に参加した方の感想等を聞いたり、来年度からの小学校での授業のカリキュラムに

ついて考え研究しています。小中 9 年間のスパンの中で外国語教育を考えていこうとしていま

すが、今までの二宮町の英語教育の流れがありますので、なかなか急には変えられないことも

あります。 

   教育相談コーディネーター担当者会については、各校のコーディネーターが集まり、教育相

談の様子やコーディネートの現状を情報交換する会です。   

○ （井出委員）最近いじめがクローズアップされているので、教育相談に関る方たちが一番状況

を把握されていると思いましたので質問しましたが、特に問題はないようですので安心しまし

た。 

○ （委員長）ラディアンで開催されたピアノマラソンコンサートは、今年から開催されたのです

か。 

○ （生涯学習課長）以前から開催してます。町が主催していましたが、今年から振興協会に委託

しています。 

○ （委員長）参加者の応募状況はどうですか。 

○ （生涯学習課長）大体 100 組前後です。 

○ （委員長）申込された方はだいたい参加できる状況ですね。 



○ （生涯学習課長）はい。だいたい 1 人 5～7 分が持ち時間で、次の方に交替というように、リ

レー式で進めていくかたちです。 

○ （委員長）先日初めて見せてもらいました。ホールにあるピアノはとてもよいピアノと聞いて

いるし、ホールの音響効果もよいと言われていますね。 

○ （生涯学習課長）世界的に有名なメーカーのスタインウェイというピアノです。ピアノの保管

も特別に配慮しています。 

○ （委員長）参加者からのアンケートに、ピアノを弾きたいとありました。ピアノの発表の場が

例えば年 2 回実施するとか参加者を増やす方向ではどうでしょう。よいピアノを身近に触れて

もらう、二宮ならではの特色になると思いますし、文化的な面でもよい機会です。二宮ブラン

ドの１つとして、こういうソフト面があってもよく、ピアノと音響施設を生かす事業だと思い

ます。  

○ （教育長）中井町など近隣の方も参加していただいています。理事会で、参加者は 1 日 100 人

までが限度という意見が出ています。調律の関係があるようです。非常に評判のよい事業です

が、今年は他のイベントとたまたま一緒になりました。観客は、特にイベントの方々と関係は

ないようで、弾き手の関係の方々で、イベントに合わせて開催しなくてよいという意見も理事

会で出ていました。 

○ （委員長）観客席はけっこう空いている状況で、関係者の方々が見に来ているようです。 

○ （生涯学習課長）昼時は客席は空いていますが、午後から入り始め、前の方は空いていて、後

ろの座席から座っていくようです。 

○ （秋山委員）去年はふるさと祭りにぶつかっていないのですか。 

○ （委員長）去年はぶつかっていません。 

○ （飯塚委員）以前園の子どもも参加させてもらい、出入りが自由にできたり等、参加者が気軽

に申し込めて、関係者も見ることが出来ます。有名なピアノを弾けることはとてもよいことで、

文化的な面でも非常によいと思います。 

○ （委員長）主催している方も後ろから入ったりなど、配慮して出入りしているようですね。 

○ （飯塚委員）きちんとした発表会だと、緊張して失敗をしたりして子ども時代のいやな思い出

になったりします。このような事業で、よいピアノを弾いたりできて貴重な体験が出来ると思

います。 

○ （委員長）片手で弾いている方もいて、リハビリではないですが、いろいろな人が関われるよ

い機会だと思いました。 

○ （生涯学習課長）舞台の袖に、次の順番の方が待っていて、前の方の演奏を見せています。そ

うすると落ち着いてくるようです。様子がわかってよかったと思いました。 

○ （井出委員）教育委員として参加させていただいたことの報告ですが、二宮小学校で行った地

域懇談会に参加させていただきました。テーマは「子どもの安全について」で交通事故の話が

主でした。いじめについてはでませんでした。また、百合が丘で行った、男女共同参画推進出

前講座のテーマは「安全安心～災害時の対応」でした。2 つに共通していたのは、安全という

ことです。小学校では地域の人と触れ合う中で安全が確保できるのではないかという内容、百

合が丘の会では日常生活の延長線上に災害の備えがあるということから人と人との地域の絆

を重視してお互いやって行こうという内容でした。二宮町には町民憲章というのがあるのです



が、これについて、出前講座にこられた他市の職員の方から非常によいと誉められました。学

校教育でも地域でも「ふれあいを深め、ことばをかけあうさわやかな二宮町をつくりましょう」

は人と人との絆の基本で、大切なことだなと思いました。 

○ （委員長）安全の背景にある絆というのがキーワードのように感じます。地域や日常の中での

絆が大事ですね。 

○ （秋山委員）山西小学校の学校へ行こう週間に行きましたが、学校訪問したときと同様に授業

は落ち着いている様子でした。携帯電話の使い方講座の授業がおこなわれていて、6 年生の時

間に一部見てきました。これは学校独自に行っているものですか。 

○ （教育長）そうです。 

○ （秋山委員）講習会の講師は、電話会社の方で、内容については、子ども達が携帯電話の危険

性について本当に理解できたのか疑問に思いました。小学生なので難しいとは思いますが、も

っと危険をはらんでいることを伝える方法はないかと思いました。電話会社の立場もあるので

積極的に抑制するというのではなくマナー講座のようでしたが、もっと上手く携帯電話の危な

さを伝えられる方法はないかと思います。 

○ （委員長）15～30 分の携帯電話の指導ビデオはありますか。 

○ （教育総務課指導班主幹）県から指導用のビデオが来ていて、学校にもあります。電話会社に

依頼して講習会を実施している学校は結構ありますが、同じような内容のようです。警察にも

依頼が出来ますが、警察の方がもうすこし指導が出来る内容かと思います。 

○ （秋山委員）以前松田警察のサイバーパトロールの方の話はかなりシビアな話で、小学生には

どこまで伝えるかという難しい問題ですが、今後大人がしっかり考えておかなければならない

問題だと思います。 

○ （井出委員）携帯電話は、インターネットにつながると危険で、ｉＰｏｄも安く手に入るし購

入しなくても懸賞等で手に入る時代です。インターネットに対する知識は、小さいうちから教

えておいたほうがよいと思います。 

○ （教育次長）子ども向けではありませんが、生涯学習課の地域推進連絡会議で、民間企業の講

師で携帯電話の講習会があり参加しましたが、企業の方のお話はソフトなイメージを受けまし

た。もう尐し詳しい話だとよいと思いました。警察の方の話では、犯罪のこと等具体的な話に

及ぶため、インパクトがでるのではないかと思います。講習会で何を伝えるか、子どもにどこ

まで話すかを検討することも必要かと思います。興味を仰ぐのではなく抑止をしていく部分が

あるのかなと思います。 

○ （秋山委員）子どもに携帯電話を持たせる持たせないかは、親の判断ですが、大人がきちんと

しないといけないと思います。 

○ （教育次長）大人が携帯電話について知らない部分が多くあることに注意し、学校の先生方も

きちんと知っていく必要がありますね。 

○ （委員長）大切なことなので、十分ご意見を反映させていただければと思います。 

 

― 報告・協議事項― 

（１）第 29 回に二宮町・町内一周継走大会について 

（生涯学習課長）第 29 回に二宮町・町内一周継走大会について説明。 



（２）その他について 

（教育総務課長）「二宮町新学校給食センター基本構想」の一部無断使用の謝罪について、説明。 

○ （委員長）ホームページに掲載されているものの無断使用に対する謝罪がされたということで

すね。町として何かするとかそういうことではないということですね、それでよいと思います。 

○ （秋山委員）特にこちらからどうするということもないと思います。 

○ （教育長）町長部局も特にはないということです。 

○ （委員長）ホームページには無断転用禁止と入れるのですか。 

○ （教育総務課長）今後も特に記載しませんが、本来は使用の連絡や許可をとってから使用する

ものだと思います。特に必要ないと思います。 

○ （教育次長）自治体間では、事務を進める上で他市町のホームページ等の資料を参考にさせて

もらうことはよくあることです。今後この事項に関するコメントで禁止するというのは今の段

階ではしないということにしています。 

○ （委員長）特に許可しなくても著作権はついてくることですからね。 

 

（教育総務課副主幹）学校給食のかぼちゃプリンが固まらず提供できなかったことについて、説明。 

○ （委員長）かぼちゃプリンについて、今回のことで、手作りの給食で前向きに取り組んでやっ

ていることを、子どもたちに伝えることは大切なことだと思います。給食センターの思いが伝

わってくることですので、事故や失敗ととらえなくてよいと思います。 

○ （井出委員）教育委員会の対応がとてもよかったです。 

○ （秋山委員）今回のことを、調理実習など学習に生かしていったり、次回はこうするというこ

とでよいのではないでしょうか。 

○ （委員長）これからもチャレンジしてほしいと思います。 

 

（教育総務課副主幹）釜野橋交差点の通学について、説明。 

○ （委員長）実際に交差点を車で通ったとき、右折車の関係で、交差点内で後ろの車が立ち往生

してしまう状況がありました。全赤の時間を尐し延ばせば解消するかもしれませんね。 

○ （次長）試行で行っていますので、そのことについて、歩行者や子どもにとってそのほうがよ

いか等関係課と調整したいと思います。 

○ （秋山委員）通学の時間と通勤車の多い時間帯が重なりますので、難しいですね。 

○ （委員長）交差点の改善で、確実に安全になりますので、あとは調整でよいと思います。 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務課副主幹）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。   

 

― 休憩 ― 

 傍聴者退席 

 

― 付議事項 ― 

議案第 17 号 平成 22 年度二宮町一般会計補正予算（案）について 



議案第 17 号については、秘密会のため非公開。 

 

― 閉会宣言 ― 

（委員長）平成 22 年度 11 月定例教育委員会議を終了いたします。 

午前 １１時５２分終了 


